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すまいる for kids

障がい児のための予防歯科事業

令和3年度 大阪市市民活動推進助成事業報告会
令和４年６月10日(金) 14：00～ 17：00
大阪市役所庁舎 ４階市民局内第1～3会議室



ムシ歯になる前に定期健診へ行こう！！

ムシ歯ができた後に行くと

ムシ歯治療を優先しなければならないため

 押さえつけないといけない

 痛い思いをする

可能性がある

歯医者に対して嫌な記憶が残る

歯医者に行きたくなくなる



【活動目的・概要】

障がい児のお口の健康を守るために予防歯科医療としての

「口腔ケア」の習慣化を目指す事業である

１）障がい児全般に対する事業

施設、オンラインでのムシ歯予防教室、個別相談の実施

２）歯科受診が苦手な障がい児に対する事業

予防歯科の歯科通院を目的とした個別トレーニングの実施

３）歯科医院に対する事業

①障がい者歯科の知識・技術習得のためのセミナー開催

②障がい児を定期的に健診できるようにするためのサポート



【計画】

1 健康教室開催

2 受診トレーニング開催

3 歯科医療者向けセミナー開催

4 哲学対話



活動報告

1 健康教室の開催

（社）ライフサポート

協会との共同開催

オンラインとリアルの

ハイブリッド開催

日時 2021年6月25日（金）10時～12時

場所 住吉総合福祉センター

参加者 保護者・支援者33名



保護者向けセミナー
10/21 11/18 12/16 にオンラインにて開催した



活動報告 ２ 受診トレーニング開催
（5月～３月 文元歯科１２回開催、森岡歯科８回開催、延べ１２人参加）





3 歯科医療者向けセミナー





４ 哲学対話（R４/３/10 開催予定）

 ㈳ライフサポート協会と共同開催

 コロナにより7月７日に延期



【課題と感じている点】

１ 健康教室
①当事者である保護者の参加が少なかった。
①広報活動の再評価が必要。（大阪市、社協以外も考慮）
２ 受診トレーニング
②広報活動を見直す必要がある。
３ 歯科医療者向けセミナー
③ハイブリッド開催になるのでスムースな進行が課題になる。
③参加者が今後増えるかどうか広報活動を重点化する。
４ 哲学対話
④参加者が集まるかどうか。



【よかった点】

１ 健康教室

①多数参加していただき、福祉施設での口腔ケアのニーズを感じ取った。

①福祉施設でのフッ化物洗口開始の相談を得た。

①多くの福祉関係者とつながりができた。

２ 受診トレーニング

②当事者のトレー二ングの成果が見られ、歯科医療者側も大きなプラス経験となった。

②参加された保護者からの紹介参加もあったので事業の高評価を得たと思える。

３ 歯科医療者向けセミナー

③全国各地から参加者の受講があり交流が深まった。

４ 哲学対話

④福祉関係者との共同開催でつながりが強固になった。



【改善策】

１ 健康教室
①SNS等を使用してダイレクトに参加対象者へ広報活動する。
①通所施設等に働きかけをする。
２ 受診トレーニング
②今までのトレーニング成果をHP等でアピールし、参加者を募集する。
３ 歯科医療者向けセミナー
③広報活動、ハイブリッド開催等にむけて準備を万端にする。
③参加頂いた方との交流を今後も取り、そこからも広めてもらう。
４ 哲学対話
④社会福祉法人の方々と開催に向けて準備活動を継続する。



我々の目指すゴールは

人々のwell-being（元気で幸せ）

な人生をサポートすること

我々は山登りのガイドのように、

危ないところでは手をさしのべ、時には励まし、

道が荒れていたら仲間と一緒に整備する。

無事に山頂に立ち、そして安全に降りて

来られるように見守りながら、

人生に付き添う歯科医療を目指したい。

長い人生のプロセス

誕生→元気で幸せに生涯を送る→寿命



ご清聴ありがとうございました


